
   

 

（様式３） 

 

女性農業者活躍促進計画 

 

 

 

実施主体名 

 

かごしま農業女子プロジェクト 

 

取組 
 

（１）女性農業者グループの活動支援 

構成員数 18 人（うち、女性の人数：18 人）（令和 3 年 4 月時点） 

  

 

１ 事業実施方針 

かごしま農業女子プロジェクトの活動目標として、農林水産省が推進する「農業女子プロジェク

ト」の全国のメンバーとともに学び情報交換を行いながら（１）幼少期からの食育を通じた農業の

魅力を発信することによる将来の担い手の育成（２）女性農業者個々の農業経営力の向上の２つを

目的として活動する。 

 このため、①教育機関等との連携による食育を通じた未来の農業者の育成②女性農業者の経営

力強化のための活動③異業種等との連携による農業の魅力発信④女性農業者の活躍に関する情報

発信⑤個別・集団プロジェクトに必要な連携活動等各種の取組みを行っている。 

 特に構成員が全て女性であるため、個々の女性農業者が自立して農業経営を実践し向上させて

いくためには、女性ならではの販路開拓や付加価値を付けた販売を実践することが必要であり、そ

の方法を学ぶための研修は必須である。 

 なお、地域における女性農業者は主に県の女性農業経営士や指導農業士としてこれまで活動の 

実績があるものの、特に若い女性農業者が自由な発想の基での経営発展は充分とは言い切れない

のが現状であるため、この事業を充分活用しつつ「かごしま農業女子プロジェクト」の活動状況を

地域に広く普及して、県内全体の女性農業者の活躍を底上げしていく。 

 

（注）具体的に記載してください。 

 

２ 女性農業者活躍に向けた実施体制 

 かごしま農業女子プロジェクトでは令和３年度の総会により、代表１名、副代表１名、会計 1 名、

監事１名を選出し、収支予算についても決定し運営を行っている。 

 また、メンバー各自が目的意識をもって主体的に活動に取組み、自分たちで生産した農産物等の

商品の高付加価値化、販路開拓に取組みながら各自の農業経営力向上を目指し「成功例、失敗例」

の情報交換を行い相互の交流を図りチームの結束強化に努めている。 

 さらに、「かごしま農業女子プロジェクト」の活動の応援団としてのビジネスパートナーとなり

得る企業や行政機関等を通じて積極的に活動の情報発信を行い、農業経営に意欲のある女性農業

者への加入・参画を広く呼びかけている。 

（注）応募団体での受入体制や関係機関との連携状況等を具体的に記載してください。 

   第４の（１）の事業の応募者については、協議会等に属する構成員について５名以上の農業者
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（女性１名以上を含む）の氏名を記載してください。 

 

３ 女性農業者活躍のため実施している取組及び今後の取組 

（１）女性の就農希望者、新規就農者の呼び込みに向けた取組 

内容 成果/目標 備 考  

 

 

 

（実施中の取組） 

「山川高校生とのコラボ販売会」「６次化グル

ープの販売会」「トータルハウジングワークショ

ップ」等の活動を実践し、食育を通じた未来の担

い手の育成や異業種との連携を行い多様な農業

の魅力を発信することによって就農意欲喚起を

実施する。 

（今後の取組） 

（１）農業高校や異業種とコラボした就農意欲

喚起 

（２）「かごしま農業女子プロジェクト」の魅力

情報発信強化 

（３）行政機関と連携した女性就農希望者の発

掘      

高校生や異業種とコラ

ボし、高校生を始め多様な

人たちに農業の魅力を発

信し、農業を職業の選択肢

の一つとして捉える機会

を創出した。 

 

 

（１） 年間６回（目標） 

 

（２） （随時） 

 

（３） （随時） 

 

 

 

（注）「内容」欄には具体的な取組内容等を記載し、必要に応じ、計画の詳細等を記載した資料を添

付してください。 

 

（２）女性の新規就農者の農業や地域への定着に向けた取組 

内容 成果/目標 備 考  

 

 

 

自分たちで生産した農産物を、どうように販売

に結びつけたら良いかを学ぶために研修会を開

催し、農業経営を楽しみながら発展させた。 

かごしま農業女子プロジェクトのメンバー個々

が自らの農業経営を発展させることで地域が活

性化した。 

 

（実施中の取組） 

 【かごしま農業女子プロジェクト総会】 

                （鹿児島市） 

  

【山川高校生とのコラボ販売会】（鹿児島市） 

 【6 次化グループの販売会】（鹿児島市） 

 【トータルハウジングワークショップ】 

（鹿屋市） 

かごしま農業女子プロジ

ェクトメンバーが地域で

活躍する姿を情報発信し

た結果、女性の新規就農者

の会員が増加した。 

 

 

 

【令和３年 2 月】 

年間事業計画の確認によ

る意思統一を図る 

【令和３年 2 月】2 日間 

【令和３年 3 月】2 日間 

【令和３年 4 月】 
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【行政機関との連携（意見交換）】 

（鹿児島市、南九州市、南さつま市、指宿市） 

 

（今後の取組） 

 【トータルハウジングケータリング＆マルシェ

家づくり応援会】       （霧島市） 

 【トータルハウジングケータリング＆マルシェ

家づくり応援会】（霧島市） 

 【講師を招いての研修会開催による勉強会】 

                （鹿児島市） 

 【かごしま農業女子プロジェクト総会】 

                （鹿児島市） 

   

 

基本的に月1回のマルシェを予定しているた

め随時チーム内での情報発信媒体（メッセンジ

ャー）で互いに確認し実施する。 

 

【令和 2 年 11 月～令和 3

年４月】 

 

 

【令和３年 6 月】 

 

【令和３年 9 月】 

 

【令和 3 年 7 月～3 月】 

 

【令和 4 年 2 月】 

過去 1 年間の経過の総括

と新年度の取組み計画の

確認            

 

【随時】 

（注）「内容」欄には具体的な取組内容等を記載し、必要に応じ、計画の詳細等を記載した資料を添

付してください。 

 

（３）女性農業者の活躍に向けた取組 

内容 成果/目標 備 考  

 

 

 

（実施中の取組） 

（１）かごしま農業女子プロジェクト総会 

                （鹿児島市） 

（２）【山川高校生とのコラボ販売会】 

（鹿児島市） 

【6 次化グループの販売会】  （鹿児島市） 

    【トータルハウジングワークショップ】 

（鹿屋市） 

 

（３）「かごしま農業女子プロジェクト」1８名の 

 紹介冊子を作成し、女性農業者の活動状況を

PR する。 

 

 

 

 

（１）年間事業計画の確認

による意思統一を図る 

 

（２）メンバー各自が農作

業の都合に合わせての活

動参加により事業継続が

可能。 

 

（３）効果的なタイミング

を見計ってマスコミ等に

大々的に PR し、女性の就

農希望者の発掘や女性農

業者の活躍の底上げを図

る。 
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（今後の取組）          

（１）【トータルハウジングケータリング＆マ

ルシェ家づくり応援会】    （霧島市） 

   【トータルハウジングケータリング＆マ

ルシェ家づくり応援会】    （霧島市） 

（２）講師を招いてのセミナー開催による勉強

会             （鹿児島市） 

 

 

 

（３）かごしま農業女子プロジェクト総会 

   

 

（４）女性視点を活かした販路開拓のためのマ

ルシェ参加 

 

 

 

 

（１）メンバー各自が農作

業の都合に合わせての活

動参加により事業継続が

可能。 

（２）メンバー個々の農業

経営力向上を目指し、セミ

ナー参加者のメンバーへ

の加入や新規女性就農へ

の参入促進を図る。 

（３）過去 1 年間の経過の

総括と新年度の取組み計

画の確認。          

（４）年 1 回の総会で決定

した年間事業計画以外に

も随時開催・参加し活動の

輪を広げる。 

（注）農業委員等に選出された等、地域での活躍状況等を「内容」欄に具体的に、取組内容等を含め

記載し、必要に応じ、計画の詳細等を記載した資料を添付してください。 

 

４ 女性の活躍推進対策事業を活用した取組の計画内容 

（１）地域の女性ネットワークづくり、女性グループ活動 

 【計画内容】 

時期 内容（対象者・方法等） 備 考  

 

 

 

令和３年 7 月～ 

令和 4 年３月（予定） 

 

 

（支援内容）農業経営（販路開拓や拡大を目指すた

めの効果的なマルシェの開催のあり方）を学べる外

部講師を招いてのセミナー開催。 

（対象者）かごしま農業女子プロジェクトメンバー

１８名及び受講希望者（農業に関心があり、農業経

営に意欲のある者）60 名程度で開催。 

（実施方法）鹿児島市でセミナーを開催する。メン

バーの青果物及び加工品を教材として買上げ、研修

時に講師から指導を受ける。セミナー開催について

の案内を情報発信し、広く参加者を募る。成果の検

証を行うため、セミナー会場でアンケートを実施

し、その結果を基にかごしま農業女子プロジェクト

メンバーへの加入や新規女性就農への参入を促進
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する。 

（注） 「内容」欄には支援内容、対象者、実施方法等を具体的に記載し、必要に応じ、 

計画の詳細等を記載した資料を添付してください。 

 

５ 女性農業者確保の目標 

事業実施年度翌年度までの 

女性農業者の新規確保人数 
           ５０ 人 

（新規確保女性農業者の内訳）詳細については別添資料のとおり 

自営農業就業者 ５ 人、雇用就農者 ３０人、アルバイト・ボランティア等  １５ 人 

  （注）必要に応じ、計画の詳細等を記載した資料を添付してください。 

   女性農業者は、新規参入者、自営農業就農者(結婚を機に就農された方含む)、雇用就農者、アル

バイト、ボランティア等の農業関連事業を含む年間 30日以上従事の女性とします。 

農業関連事業とは、農産物製造・加工、農畜産物の貯蔵、運搬、販売、農業生産資材の製造、 

農作業の受託、都市住民等の農作業体験施設の設置・運営や民宿業を含みます。 
 

 

 


